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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、小田急多摩線「五月台」駅の南口から徒歩約１０分の住宅街にありま
す。また、小田急線「柿生」駅の北口バス乗り場より、小田急バス「稲城駅行」、
「矢野口駅行」「若葉台駅行」で約５分、「片平中央」下車徒歩１分のところで
す。建物の２階と３階が各ユニットのグループホームで、１階には併設の小規模多
機能型居宅介護事業所があります。
＜優れている点＞
施設理念に掲げるとおり「その人らしさ」を優先に考えて、ひとつの家族にまとま
ることを目指しています。利用者の笑顔や挨拶、職員と会話する様子が見られま
す。約半数の生活保護を受ける利用者も「より豊かに、ゆうゆうと」過ごしていま
す。コロナ禍の影響で、家族との面会がまったく遮断される状況の中において、6
月頃には事業所の玄関にて、検温・マスク着用のうえで、１０分間の面会が行われ
ています。家族との外出・食事は、許されていませんが、近隣や川沿いに職員と散
歩することや隣接するコンビニに行くことができ、また、地域の人と会話を楽し
み、閉塞感を防ぐ前向きな姿勢が伝わります。
＜工夫点＞
事業所の運営改善、身体拘束の防止、ケアプランの作成のそれぞれの会議を開くこ
とが難しい事情ものもとで、管理者と職員は、連絡ノートや申し送りノートをはじ
めとして、コミニュケーションを密にして、常に管理者から意見聴取や改善の示
唆・検討の機会としています。

花物語あさおは、小田急線柿生駅「北口バス乗場」より、小田急バス「稲城駅」
行、「矢野口駅」行、「若葉台」行で約5分。片平中央で下車し徒歩1分。小田急多
摩線五月台駅から徒歩11分程です。閑静な住宅街ですが、バス通りに面しており隣
にはコンビニもあり、生活の環境はとても良い所です。
平成24年3月1日に開設。小規模多機能型居宅介護との複合施設です。
共同生活でありながらも、お1人おひとりの”個”を尊重し、その人らしく、当たり
前の生活をお過ごしいただけるよう、職員一丸で取り組んでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 〇 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 花物語　あさお

 ユニット名 　２Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

株式会社フィールズ



花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

町内の行事への参加の他、美容室への希
望や宗教にて教会への参加など、認知症
の方の理解をして頂けるよう、ふれあい
と交流の場になるように努めています。
また、地域の方によるボランティアも来
ています。

状況報告を行った後、参加者が全員意見
を出せるよう取り組んでいます。その中
で、イベントの相談や地域の行事、地域
の状況などの情報交換も行っています。

運営推進会議は、ほぼ２ヶ月ごとに行っていま
したが、コロナ感染予防の為３月頃から書面に
よる報告に代わっています。民生委員、地域包
括支援センター職員が参加し、活動説明、利用
者の様子、イベント報告をしています。

福祉サービスの向上を推進す
るため、利用者や家族の参加
も期待されます。

麻生区の地域包括支援センターとは運営
推進会議の日程他、入居者様の相談に
のっていただき、保護課では生活保護の
方の相談・対応・手続き等連携を密に
取っています。

常に麻生区役所の介護保険担当や生活保護担当
をはじめ、地域見守りについて、地域包括支援
センター職員と連携を図っています。手続きの
連絡や行政の訪問時には、相談を行い、協力関
係を築くように図っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業所理念は玄関・休憩室に提示してい
ます。ケアの中で疑問点や不安を感じた
時などは、常に「理念」に立ち返るよう
にしています。その方らしく生活をする
ことは実践につなげています。

事業所の理念は、「安全を第一」に努め、「そ
の人らしさ」を優先的に考え、心から利用者様
を大切にする、と掲げています。玄関、各フロ
ア、休憩室に掲示しています。介護サービスや
支援活動において、利用者が豊かに暮らせるよ
う理念に基づく意識づくりに努めています。

町内会に加入しています。行事のお知ら
せにより参加をしています。隣のコンビ
ニへは好きな物を購入できるように付き
添い支援をしています。移動パン屋が施
設ルートとなっています。天気の良い日
の散歩では裏の公園に出かけ、近隣の方
との会話もあります。

地元町内会に加入し、夏祭りや神社の祭りに参
加しています（今年は中止）。ボランティアに
よるフルート演奏を聴いています。散歩で出会
う地域の人とは、挨拶や声かけが行われていま
す。子ども１１０番に登録し、ＡＥＤの貸出を
行い。地域とのつながりに努めています。

株式会社フィールズ



花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

主に契約窓口となるご家族様と話し合い
を多く持ち、お互い納得の上で入居頂い
ています。特に終末期ケア、医療行為、
転倒などの不安、疑問を具体的な事例を
挙げて説明しご家族様に理解と納得の上
結んでいます。

面会時や電話での連絡、お便りなどで状
況説明と共に、ご家族様の意見を取り入
れるよう努めています。介護福祉用品や
マッサージなど希望業者への取次ぎを
行っています。

利用者には日頃の会話から、家族には、来訪時
において、意見・要望を聞き、運営の反映に努
めています。要望を受けて、週１～２回の訪問
マッサージを取り次いでします。また、自費に
よる介護靴、つえ、シルバーカーの介護福祉用
品も案内しています。

社内研修にて「身体拘束ゼロの手引き」
をもとに、事例検討を含めて、職員への
指導を行っています。現在身体拘束をお
こなっている利用者はいません。また、
施設玄関については防犯錠上施錠となっ
ていますが、入居者様のご要望に応じて
外出し気分転換を図っています。

事業所の「身体拘束ゼロの手引き」に基づき、
事例検討を行っています。研修では、身体拘束
禁止の考え方や防止対策を職員に周知していま
す。玄関は、防犯対策や夜間に施錠をしていま
す。数人の利用者と合意のうえで、ベットの足
元マットにセンサーをおいています。

研修の中で、事例検討を含め、どういう
場合が虐待になりうるケースなのかを話
し合い、理解と指導をしています。職員
も虐待を見逃がさないように意識を高く
持つように心掛けています。

成年後見人制度を利用している方がいま
す。必要な知識として、職員へも理解を
するように学ぶ機会を作り、各関係者と
連携をとり支援をしています。

株式会社フィールズ



花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

入居時にご本人からの要望や不安な事を
聞き取り、アセスメントに反映をして、
信頼関係を築くように努め、入居後も話
をして、関係性を持つように努めていま
す。希望等は傾聴しプランに反映できる
ようにしています。

雇い入れ契約後にも個別面談を行い、就
業時間、社会保険加入、人間関係等につ
いて話す機会を設けています。意欲のあ
る職員にはリーダーや管理者を目指せる
ように指導もしています。無資格者には
資格支援制度など奨学金制度を提案活用
しています。

社内研修の定期的な実施や外部研修への
参加、資格取得を推進するなど個々のス
キル向上に働きかけています。また、採
用時の新人職員研修では介護の基礎・マ
ナーを含めた座学など2日間の実施実習
を取り入れています。

市町村の研修や他施設見学に参加する事
により、同業者との情報交換やネット
ワークを構築するよう努めています。ま
た他事業所での研修に参加をして交流を
深めサービスの向上を心掛けています。

施設長会議に参加をして、各施設の報告
の場にて、提案・意見を検討する機会を
設けています。職員からの意見や提案は
職員会議等で話し合う機会を作り反映し
ています。

職員の運営に関する提案や意見は、管理者が連
絡帳や申し送りノートを基本に、日常的なコミ
ニュケーションの中で聞き取りに努め、運営に
生かす機会としています。

株式会社フィールズ



花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご本人の意見を第一に尊重し、ADLや意
欲に沿った方法で、職員と協力しながら
作業や手伝い等ができる喜びを分かち合
い、他者との交流や協力関係ができるよ
うに努めています。

ご家族様とご本人、施設とも意見交換を
しながら、プランに反映し一方通行にな
らないように心掛けています。ご家族様
への働きかけも随時おこない、外出やイ
ベントなど参加を呼び掛けています。

ご家族様が訪問しやすいような雰囲気作
りや声掛けをおこなっています。ご家族
様や親戚の方などの面会の他、自宅や教
会などにも出かけられ、馴染みの関係を
支援しています。

利用者や家族との面談や会話から、馴染の人や
場所の把握に努めています。親戚や知人の来
訪、教会への礼拝外出を支援しています。コロ
ナ禍の前には、多人数の相談室利用の案内と接
遇、居室でも湯茶の提供をしています。

ご家族様が困っている事や不安材料、要
望を聞き取り、常に連携を取り合い、ア
セスメントやプランに反映し、安心して
利用できるように努めています。何かあ
れば直ぐに電話にて相談するようにして
います。

認知症の度合いや、おかれている環境等
を把握し、施設が適切であるかなどサー
ビスにつなげられるかを見極めていま
す。他施設（併設の小規模多機能等）へ
の紹介もおこなっております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

以前の担当ケアマネージャー及び、ご家
族様やご本人から情報を得て、今までの
趣味や生活習慣が維持できるよう職員間
で共有、継続できるように支援に努めて
います。

今までの生活習慣を踏まえて、その方ら
しく過ごせるように、ご家族様の了解を
頂き、職員もご本人の現状を把握し、ケ
アプランにも反映させ、支援を統一して
います。

誕生日会、季節の行事など入居者様同士
の親睦を深められるように行事を計画し
ています。毎日の洗濯物干しや取り込み
などは、交代で行き、それぞれの会話に
繋がっています。

サービスが終了した場合でも、ご家族様
を通じて、他事業所への情報提供や支援
をおこなっています。入院などの際はお
見舞いやお手紙などで関係性を維持でき
るように努めています。

ご本人の意向は聞いて実施しています。
買い物はご本人の希望により付き添い出
かけています。家族への連絡の希望も電
話をかけるなど、繋いでいます。困難な
方はご家族様へ相談後対応をしていま
す。

一人ひとりの思いや希望は、普段の生活や日頃
の活動の中で、把握に努めています。散歩や入
浴の時に、利用者と一対一となった時には希望
や意向を把握する機会としています。言葉の把
握が困難な利用者には、行動や仕草からくみ取
るようにしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

往診の契約を結んでいます。往診時に
は、職員と看護師が立ち合い、ご家族様
への情報も含め、病状の共有していま
す。また必要に応じて他病院へ受診の連
携も支援しています。

訪問医療機関の医師による月２回の往診時に診
療や検査、点滴など、職員が利用者の医療・健
康相談をしています。歯科医師と歯科衛生士も
月２回訪問し、治療や口腔ケア、口腔ケアの指
導をしています。認知症専門病院や耳鼻科など
通院の継続も支援しています。

個人記録に時間ごとの様子や観察を記録
をしています。申し送りやミーティング
時の情報として共有して見直しをおこな
い、プランへの反映をしています。

現状必要なサービスや今後必要になる
サービスは何であるかを考え、ご本人と
ご家族様の関係性（今までの生活歴等）
を考慮しながら、かかりつけ医や受診へ
の支援など必要なサービスに繫げるよう
取り組んでいます。

片平町内会の会員になっており、回覧板
や町内からの情報を得て、近隣の夏祭り
への参加やイベントなど楽しみを作り、
豊かな暮らしを楽しんで頂けるよう支援
しています。生活保護の方も安心セン
ターを活用してします。

日々のケアの中において、モニタリング
やアセスメントをおこない、ご本人やご
家族様の意向を取り入れたプラン作りが
基本となっています。職員間で共有し統
一したケアに努めています。

介護計画は、本人や家族の意見を反映し、日頃
のモニタリングやアセスメントを繰り返してい
ます。介護記録や申し送りノートに基づき、半
年に一回、ケアプランの見直しを行っていま
す。

介護計画の見直しは、情報の
共有と合意形成のシステムが
欠かせません。話し合いの機
会を目指す会議の開催が期待
されます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

入居契約時に「高齢者に起こりうるリス
ク」について説明し、同意を得ていま
す。重度化や終末期の段階を見極め、必
要に応じて主治医や家族、関係機関と連
携をし、入院や施設での看取りの方向性
についても連携をとり支援に努めていま
す。

契約時に「利用者の急変時や重度化した場合に
おける対応に係る指針」を説明し同意を得てい
ます。家族や利用者が施設生活の中での看取り
を希望する時は、「看取り指針」の同意を得
て、関係者が連携し支援しています。職員は看
取りの勉強会で共通認識で支援に努めていま
す。

急変対応や事故対応の研修を行い、発見
時の対応や報告、状況等事例や対策によ
り、職員が対応できるように努めていま
す。また、不安がある職員には、個別に
指導をしています。

消防自主訓練にて、麻生消防署と連携し
ています。近隣の職員やコンビニなども
協力体制は築いています。災害時備蓄品
も備えています。

消防自主訓練を年２回実施しています。夜間の
出火を想定し消火、火災通報、避難誘導の手順
に沿って訓練を実施しています。備蓄品のパ
ン・スープ・缶詰・水等を２４名・１週間分
を、本部が管理しています。ヘルメット懐中電
灯なども廊下に設置しています。

火災の想定のみならず、地域
性の水害訓練の実施や町内の
防災担当や近隣の他施などと
災害時の応援体制が図れるよ
うに、防災協定等に取り組む
ことも期待されます。

日々の申し送りやケアの中で、情報の共
有をして、適切な対処が行えるように支
援しています。病状により看護師から医
師への報告、連携により受診対応も支援
しています。

入院中のお見舞いやご家族との連絡を取
ることにより、ご本人の状態を把握する
よう努めています。また、近隣の病院相
談員との関係作りに努めています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

入居者様の意思や希望を尊重し、殆どの
方が自分で衣類を選んでいます。季節や
TPOに合った身だしなみができるよう職
員からの声掛けも行い支援しています。

入居者様一人ひとりの好みを把握し、食
材の形態に配慮をして提供をしていま
す。好まない食材は別購入にはなります
が、自身での選び購入をして召し上がっ
ています。おやつ作りでは庭の柚子を
ジャムにして楽しんでいます。

利用者がおやつ時にサンドイッチなど、またク
リスマスにはケーキ作りを皆でしています。誕
生会では誕生者の好きな食べ物（寿司など）を
購入し昼食に提供したり、外食（現在はコロナ
禍で中止）を楽しんでいます。利用者がテーブ
ル拭きや盛り付け、食器洗い・拭きなど得意な
事をしています。

人生の大先輩であるという事を意識し、
常に尊敬と敬意の念を持って接していま
す。たとえ意思疎通が困難になったとし
ても、その方の生活歴や趣味等をアセス
メントし、カンファレンスにて討議して
います。安心して生活できるよう声掛け
介助の方法を工夫しています。

職員は個人情報とプライバシーの保護、倫理等
の勉強会を通し人格の尊重と羞恥心に配慮した
支援を行っています。個人記録や情報は書庫に
保管しています。契約時に個人情報の取り扱い
を家族に説明し同意を得ています。入浴、排泄
等の介助時は羞恥心に配慮した声掛けや支援を
したり、起床や就寝時間、活動内容も個別対応
しています。

危険な行為や言葉、他の方々に不快感や
不穏な状態、健康状態に支障にならない
限り、自己決定できる支援を心掛けてい
ます。購入品の希望があった場合は一緒
に買い物へ行き、自分で選べるように支
援をしています。

買い物、入浴、衣類の選択などは可能な
限りご本人の意向を優先しています。家
事手伝いなども、お気持ちを伺ってから
行動を共にして支援をしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

ご本人の意思を尊重し、気持ち良く入れ
るように努めています。拒否がある場合
はその方に合わせた声掛けや誘導など工
夫をしています。入浴ができない時が続
く場合は、足浴や清拭で対応していま
す。

一番風呂が好き、好みのボディー石鹸やシャン
プーを使いたい、好みの温度で入りたいなど、
個別の入浴スタイルに応じて時間や温度の調
整、準備をしています。柚子湯や菖蒲湯など季
節の香り湯も提供しています。清潔保持のみで
なくリラックスできる入浴を支援しています。

毎食後、個別に応じた口腔ケアを実施し
ています。歯科往診でも医師からのアド
バイスを受けて実施しています。

ご本人の尿意や便意の訴えにより声掛
け、誘導を行っています。訴えが困難な
方は記録により排泄パターンを把握して
声掛け、誘導を行っています。日中はト
イレでの排泄を支援しています。

立位が困難な人でも日中は二人介助で、また頻
尿の人や失禁でズボンの脱衣行為のある人は、
こまめにトイレ誘導するなど、自立排泄や清潔
保持に努めています。高齢で臥床時間の長い人
にはポータブルトイレを居室の設置し、安全・
安楽に自立排泄が出来るようにしています。

一人ひとりの食事量、水分量を把握し、
排泄の記録を残す事で、便秘の早期発見
に努めています。また、ファイバーを取
り入れたり、日頃から体操を取り入れ、
身体を動かす機会を作り、便秘の予防に
心掛けています。

栄養士によるバランスの優れたメニュー
を提供しています。個人の状態や希望に
合わせたご飯の量を盛り付け、1日の適
切な水分量が確保できるように、その都
度声掛けや品を変え行っています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

誰かの役に立つことで生活に張り合いを
感じて過ごせるよう支援に努めていま
す。天気の良い日は洗濯物を干し（取り
込み）に出掛け、、職員と一緒に行って
います。

可能な限り外出を支援しています。川沿
いの遊歩道や近くの公園まで散歩に出掛
けています。長距離の散歩が難しい方に
は、施設前のベンチまで歩いて頂き外気
浴にて気分転換を図っています。週一回
の移動パン屋の利用も楽しみの１つで
す。

コロナ禍で車での遠出の外出や地域祭りの参加
は中止していますが、近隣や川沿いの散歩は継
続し、地域の人との会話を楽しんでいます。例
年自宅への外泊や馴染みの美容院、教会、歌の
会などにも家族と共に外出しています。近くの
コンビニや施設前で開かれる移動パン屋での買
い物外出も楽しんでます。

ご本人管理のできる方は買い物に付き添
い好きなおやつを購入しています。お金
を所持して使えるように支援をしていま
す。難しい方や家族管理の方は、事務所
での立替金を利用しています。

ご自身で自由に居室やフロアにて過ごし
ています。お一人での移動が困難な場合
は、その時の状態観察を行い、ご本人に
伺いながら休息の支援を行っています。
夜間安眠して頂けるよう、日中の活動も
考慮し支援しています。

服薬は特に配慮をし、症状の変化や経過
などは主治医へ必ず報告し、連携に努め
ています。また、看護師が記載した往診
記録の確認、個人記録に添付してある薬
剤情報を確認しながら支援に努めていま
す。

株式会社フィールズ



花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

馴染みの家具やテーブル、お気に入りの
写真（アルバム等）等をお持ち頂き、そ
ばに置く事で、より自宅に近い感覚で安
心して居心地良く生活できるよう、ご家
族様と一緒に工夫をする配慮をしていま
す。

居室内は備え付けのエアコン、照明、ベッド、
クローゼット以外は自由持ち込み、今までの生
活環境の維持を図っています。妻の写真と仏壇
を持ち込込む利用者もいます。机を持ち込み読
書やテレビ鑑賞、ベッドでの休息など思い思い
の過ごし方をしています。

決まったトイレに入る方や自身のポット
を使用される方がいます。ご家族い様と
相談をして、できることを支援していま
す。また、車椅子の自走の方が一人でも
移動できるようテーブルや椅子の配置を
考慮しています。

用事がある時や家に帰りたいという訴え
があった時には、ご家族様了解のうえ、
電話ができるように支援を行っていま
す。また、手紙のやり取りができるよう
に支援し、大切な人との関わりが続けら
れるよう支援しています。

フロアは日差しが入りとても明るい空間
です。入居者様の作品や季節の飾り付け
をしています。入居者様同士やご家族様
等会話に繋がっています。浴室や脱衣場
も安全とプライバシーの配慮をしていま
す。

活動用具はテレビの下に収納し、食堂兼居間の
スペースは広く、手すりを設置し危険ないよう
に配慮しています。食事中や時折テレビを消
し、音楽を流し、落ち着いての食事や寛げる時
間に
配慮しています。適切な温度と湿度管理、一日
３回の換気、清掃など、居心地よい環境整備に
努めています。

テレビを楽しむ方や気の合った方等、状
況に合わせて席の配置をしています。口
腔ケアにて一人でやりたい方は脱衣場へ
案内をしています。思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしています。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 花物語　あさお

 ユニット名 ３Ｆ

　Ⅴ　アウトカム項目
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花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

町内会に加入、地域の夏祭りや、近隣
のパン屋へ。天気の良い日の散歩を近
隣の方との交流をしています。

地域の盆踊りに参加し、地域の方に認
知症の方とのふれあいの場を持って頂
くと共に、認知症の理解を深めていく
ように努めています。

玄関・各フロアに事業所理念を提示し
ています。ケアの中で疑問点や不安を
感じた時など、常に「理念」に立ち返
りカンファレンスやフロア会議を通し
て課題抽出・解決をしています。会議
に参加できない職員も議事録や申し送
りを通じて周知・共有しています。

運営推進会議では、状況報告を行った
後、参加者が全員意見を出せるよう取
り組んでいます。その中で、イベント
の相談や地域の行事などの情報交換を
行っています。

麻生区近隣の地域包括支援センター
や、麻生区の高齢支援課へ定期的に訪
問し、運営状況や運営会議の日程、入
居者の相談に乗っていただきアドバイ
スを頂いています。
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花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

社内研修にて「身体拘束ゼロの手引
き」をもとに、事例検討を含めて、職
員への指導を行っています。現在身体
拘束をおこなっている利用者はいらっ
しゃいません。また、施設玄関につい
ては防犯錠施錠されていますが、入居
者のご要望に応じて職員と共に外出し
気分転換を図っております。

会議の研修の中で、事例検討を含め、
どういう場合が虐待になりうるケース
なのかを話し合い、理解を深めていま
す。職員も虐待を見逃がさないように
意識を高く持つように心掛けていま
す。

面会時や電話での連絡、毎月のお便り
などで状況説明と共に、ご家族様の意
見を取り入れるよう努めています。外
出や趣味嗜好などお一人おひとりに
あった取組を提供しています。

認知症ケアを行う上で、必要な知識と
して、職員間でも話し合いの場を持
ち、制度を学ぶ機会を持てるように心
掛けています。

契約に関しては、話し合いを多く持
ち、お互い納得の上でご入居頂いてい
ます。特に終末期ケア、医療行為、転
倒のどの不安、疑問を具体的な事例を
挙げて説明しご家族に理解と納得を
図っています。
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花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

会社全体の運営会議や社員会を通じて
意見や提案を検討し、より良いものに
できるように努めています。各職員の
意見を聞き取り入れています。

市町村からの研修や他施設見学に参加
する事により、同業者との情報交換や
ネットワークを構築するよう努めてい
ます。他事業所との職員間交流をおこ
なっており、サービスの向上を心掛け
ております。

入居時にご家族や入居者ご本人に要望
や不安な事を聞き、利用開始時にはア
セスメントをしっかりとり、信頼関係
を築くように努め、どんなことでも話
して頂けるように関係性を持つように
している。入居者からの要望は傾聴し
プランに反映できるように検討。

契約更新時個別面談をおこない、就業
時間の増減、社会保険への加入、契約
条件、時間など希望に添えるように雇
い入れを取り交わしています。意欲の
ある職員には上を目指せるように指導
しています。無資格者には資格支援制
度など奨学金制度を活用し取得。

社内研修の定期的な実施や外部研修へ
の参加、資格取得を推進するなど個々
のスキル向上に働きかけています。ま
た、採用時の新人職員研修では介護の
基礎・マナーを含めた座学など2日間の
実施実習を取り入れています。
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花物語あさお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居者の意見を第一に尊重し、ADLや意
欲に沿った方法で、職員や他利用者と
協力しながら仕事ができる喜びを分か
ち合い、他者との交流ができるように
努めています。

家族と本人、施設とも意見交換をしな
がら、プランに反映し一方通行になら
ないように心掛けています。家族への
働きかけも随時おこないレクリエー
ションの時など参加を呼び掛けていま
す。

入居者ご本人、ご家族や困っている事
や不安材料、要望を聞き取り、常に連
絡を取り合い、アセスメントや介護支
援計画書に反映し、安心して利用でき
るように努めています。何かあれば直
ぐに電話もしくは手紙にて相談するよ
うにしています。

認知症の度合いや、おかれている環境
を把握し、施設が適切であるかなど
サービスにつなげられるかを見極めて
います。場合によっては、他施設への
紹介もおこなっております。

家族が面接に来やすいような雰囲気作
りや声掛けをおこなっています。近隣
のお友達などが面会に来られる方が多
数いらっしゃいます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

サービスが終了した場合でも、ご家族
を通じて、他事業所への情報提供や支
援をおこなっています。入院などの際
はお見舞いやお手紙などで関係性を維
持できるように努めています。

日々のケアの中でアセスメントをおこ
ない、申し送りやカンファにて、意向
や希望を把握しプランに反映していま
す。本人の希望に合わせ、買い物など
に同行し想いを大切にしています。

誕生日会、季節の行事、盆踊り、夏祭
り、カラオケ大会など入居者同士の親
睦を深められるように行事を計画して
います。食事の支度、掃除、洗濯など
利用者同士で支え合えるように心掛け
をしています。

以前の担当ケアマネージャー及び、家
族や本人から情報を得て、今までの生
活習慣が維持できるような支援に努め
ています。本人の趣味などできる事は
維持できるように職員間で共有してい
ます。

日々のアセスメント以外に、ケアプラ
ンの更新時の際にもモニタリングや評
価をおこなっています。職員も利用者
の現状をしっかり把握し、必要な支援
を統一して行うようにしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

担当者開示や日々のケアの中におい
て、モニタリングやアセスメントをお
こない、ご本人やご家族の意向に近づ
いた介護計画書作成に努めています。
介護計画書を職員間で共有し統一した
ケアを行っています。

個人記録に時間ごとの様子や利用者の
言葉を観察、記録し想いを感じ、申し
送りやカンファの時の情報として共有
して介護計画書への反映、見直しをお
こなっています。

かかりつけ医が異なる方もいますが、
殆どの方は往診医に診てもらっていま
す。往診時には、介護職員と看護師が
立ち合い、情報を共有しています。

常に現状必要なサービス、今後必要に
なるサービスは何であるかを考え、ご
本人とご家族の関係性（今までの生活
歴等）を考慮しながら、かかりつけ医
の受診の支援や親類との関係の調和な
ど、必要なサービスに繫げるよう取り
組んでいます。

片平町内会の会員になっており、回覧
板や町内からの情報を得て、この夏は
近所の夏祭りに行くなど、季節を心身
で感じ、豊かな暮らしを楽しんで頂く
よう支援しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

日々の申し送りやケアの中で、相談を
行ったり個人記録に記入など、情報の
共有を行い、適切な受診や介護に繫げ
ています。また、看護師による介護職
員への指導も行っており、適切な情報
の伝達が行えるよう取り組んでいま
す。

入社時の研修や、社内研修で急変対応
や事故対応の研修を行い、発見時の対
応や報告、状況等事例や対策を立て、
職員全員が対応できるように努めてい
る。また、不安がある職員には、個別
に対応の仕方を伝えています。

川崎市麻生消防署と連携し、消火器の
使用方法や消防署への通報手順の訓練
を実施した。また、災害時備蓄品も備
えています。

入院中のお見舞いやご家族との連絡を
取ることにより、ご本人の状態を把握
するよう努めています。また、近隣の
病院に訪問し、相談員との関係作りに
努めています。

契約時に「高齢者に起こりうるリス
ク」について説明し同意を得ていま
す。重度化や終末期の段階を見極め、
必要に応じて主治医や家族、関係機関
とも連携し入院や在宅での看取りの方
向性を支援しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

入浴や更衣、配膳の手伝い等、可能な
限りご本人の意向を優先しています。
働きたいのか、散歩をしたいのか、の
んびりと過ごしたいのか、お気持ちを
伺ってから行動を共に行っています。

ご本人の意思や希望を尊重し、殆どの
利用者が自分で衣類を選んでいます。
季節やTPOに合った身だしなみができる
よう職員からの声掛けも行い支援して
います。

人生の大先輩であるという事を意識
し、常に尊敬と敬意の念を持って接し
ています。たとえ意思疎通が困難に
なったとしても、その方の生活歴や趣
味等をアセスメントし、カンファレン
スにて討議しています。安心して生活
できるよう声掛け介助の方法を工夫。

危険な行為や言葉、他の方々に不快感
や不穏な状態、健康状態に支障になら
ない限り、自己決定できる支援を心掛
けてはいます。購入品の希望があった
場合は一緒に買い物へ行き、自分で選
べるように働きかけています。

入居者一人ひとりの好みや力量を把握
し、利用者に確認しながら、盛り付
け、片付け等、役割を決め、職員と一
緒に行っています。時々手作りのおや
つを一緒に作って楽しんでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

個別に応じたケアを実施しています。
毎食後、口腔ケアが必要な方には、声
掛けや見守り等、必要に応じて介助を
行っています。

ご本人の尿意や便意の訴えにより声掛
け、誘導を行っています。尿意や便意
の訴えが無い方、間に合わない方は、
記録により排泄パターンを把握し、時
間を見計らって声掛け、誘導を行って
います。

栄養士によるバランスの優れたメ
ニューを提供しています。個人の状態
に合わせたご飯の量を盛り付けたり、
適切な水分量が確保できるように、声
掛け支援を行っています。水分摂取
量、食事摂取量は記録に残していま
す。

一人ひとりの食事量、水分量を把握
し、排泄の記録を残す事で、便秘の早
期発見と予防に努めています。また、
日頃から体操を取り入れ、身体を動か
す機会を作り、便秘の予防に心掛けて
います。

ご本人の意思を尊重し、気分良く入れ
るように努めています。拒否がある場
合はその方に合わせた声掛けや誘導な
ど工夫をしています。入浴ができない
時が続く場合は、足浴や清拭で対応し
ています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

各利用者が自由に居室やフロアにて過
ごしています。お一人での移動が不可
能な場合は、その時の状態観察を行
い、ご本人に伺いながら休息の支援を
行っています。夜間安眠して頂けるよ
う、日中の活動も考慮し支援していき
ます。

服薬は特に配慮をし、症状の変化や経
過などは主治医へ必ず報告し、連携に
努めています。また、看護師が記載し
た往診記録の確認、個人記録に添付し
てある薬剤情報を確認しながら、服薬
の支援を行っています。

金銭管理は主にご本人で行って頂いて
います。管理ができない方の場合は、
事務所で立替金として請求していま
す。週一で来る移動パン屋の利用を楽
しみにしている利用者もおり、購入の
際は職員が見守り、お買い物を楽しん
で頂けるよう支援しています。

誰かの役に立つことで生活に張り合い
を感じて過ごせるよう支援に努めてい
ます。台所仕事が好きな方には盛り付
けや片付け等を職員と一緒に行ってお
り、職員から常に感謝の言葉をお伝え
しています。また天気の良い日は洗濯
物を外に干すのを手伝って頂く。

可能な限り外出を支援しています。川
沿いの遊歩道や近くの公園、地域の方
により管理されている花壇まで散歩を
しています。長距離の散歩が難しい方
には、施設前のベンチまで歩いて頂き
外気浴にて気分転換を図っています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

用事がある時や家に帰りたいという訴
えがあった時には、ご家族了解の下、
電話ができるように支援を行っていま
す。また、手紙のやり取りができるよ
うに支援し、大切な人との関わりが続
けられるよう支援しています。

馴染みの家具やお気に入りの写真（ア
ルバム等）や置時計等をお持ち頂き、
そばに置く事で、より自宅に近い感覚
で安心して居心地良く生活できるよ
う、ご家族と一緒に工夫をする配慮を
しています。

トイレや洗面所は認知症があってもわ
かるように同じ場所にご案内し一人で
もできるよう支援しています。また、
車椅子の方が一人でも移動できるよう
テーブルや椅子の配置を考慮していま
す。

各共有の空間に、近所で摘んできた花
や季節を感じる飾り、利用者の作品や
写真等を飾り付け、利用者のご家族
や、来訪者との会話につなげていま
す。

食事やおやつの席は性格を考慮し配置
しています。レクリエーションを行う
際は内容に合わせて席を配置していま
す。

株式会社フィールズ




